










【はじめに】 

経静脈栄養輸液(以下 PN と略す)が,小児の外科的疾患の治療成績の向上に果たした役割の

大きさはいうまでもない。とくに,新生児,なかでも未熟児に対する外科的治療が積極的に

行われるようになったが,その原動力の一つに,周産期医学の進歩や NICU の充実ととも

に,PN による栄養管理をあげることができる｡しかしながら,外科的疾患を有する新生児の

場合,単に手術を要する障害を有しているのみでなく,新生児特有の各臓器の形態学的・生

理学的未熟性をもっており,これは PNによる栄養管理を行ううえでもいくつかの問題点と

なっている｡その一つに,各種栄養素の体内蓄積量が欠しいことによって生じる合併症や,

栄養素の代謝過程が未熟であるために生じてくる障害がある｡今回,その一つとして,新生

児における脂肪乳剤投与の問題点について検討を加えた。 


